
つ
い
最
近
、
小
林
多
喜
二
を

描
い
た
「
早
春
の
賦
」の
舞
台

を
観
た
。
多
喜
二
は
「蟹
工

船
」「不
在
地
主
」な
ど
戦
前

の
日
本
で
労
働
者
や
小
作

人
の
立
場
に
立
っ
た
小
説
を
書
い
て
、

２
９
歳
の
若
さ
で
特
高
警
察
に
虐
殺

さ
れ
た
▼
時
代
は
、満
州
事
変
か
ら
中

国
全
土
へ
と
、
天
皇
制
政
府
が
侵
略

戦
争
を
拡
大
し
、国
内
で
は
反
動
化
の

嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
。多
喜
二
は
そ

の
流
れ
に
棹
さ
し
、反
戦
平
和
の
た
め

に
た
た
か
っ
た
共
産
党
そ
の
も
の
を
作

品
に
し
た
。「１
９
２
８
年
３
月
１
５
日
」

「工
場
細
胞
」「オ
ル
グ
」等
々
。そ
の
作

品
は
没
後
７
０
年
を
経
て
も
広
く
読
ま

れ
て
い
る
▼
強
大
な
相
手
に
、
体
を

張
っ
て
た
た
か
う
作
家
の
生
き
様
に
、

今
日
に
相
通
ず
る
も
の
を
見
た
。自
民
・

公
明
と
民
主
が
「憲
法
改
悪
」を
競
い

合
う
な
か
、「平
和
憲
法
を
守
れ
」「庶

民
の
暮
ら
し
を
守
れ
」の
確
か
な
声
と

運
動
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
る
が
、大
手
マ

ス
コ
ミ
か
ら
は
な
ぜ
か
見
え
に
く
い
▼
し

か
し
、し
か
し
で
あ
る
。小
泉
首
相
の
靖

国
参
拝
へ
の
批
判
は
国
内
外
で
高
ま
っ

て
き
た
。中
国
、韓
国
は
も
と
よ
り
、ア

メ
リ
カ
で
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
」「Ｕ

Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
ー
」
、
フ
ラ
ン
ス
で
「
ル
モ
ン
ド
」

が
、
靖
国
神
社
は
日
本
の
戦
争
責
任

を
免
罪
す
る
「戦
争
神
社
」だ
と
、大
き

く
報
道
す
る
よ
う
に
な
っ
た
▼
そ
の
転

機
に
な
っ
た
の
が
、
５
月
に
共
産
党
本

部
で
開
か
れ
た
時
局
講
演
会
で
の
不

破
講
演
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。外
国
大

使
館
や
外
国
の
マ
ス
コ
ミ
も
多
数
参
加

し
、そ
の
内
容
は
パ
ン
フ
に
し
て
全
国
会

議
員
や
県
知
事
な
ど
に
贈
ら
れ
、英
訳

が
各
国
大
使
館
に
届
け
ら
れ
た
▼
い
ま

私
た
ち
は
、
靖
国
問
題
を
特
集
し
た

「赤
旗
号
外
」を
一
軒
一
軒
に
届
け
て

い
る
。
一
人
の
行
動
、
一
人
の
声
は
小

さ
く
て
も
、道
理
あ
る
訴
え
が
い
ず
れ

は
世
界
を
動
か
す
と
信
じ
る
。多
喜
二

の
思
い
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。 
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浄化槽方式の併用で 市内全域水洗化を 
浄
化
槽
方
式
は
建
設
費
が
５
分
の
１
、

     
 
 
 
 

維
持
費
も
６
割
に 

  
 
 
 
 

 
 
 

農
村
部
一
地
区
で
市
当
局
が
試
算 

市
当
局
は
６
月
議
会
で
、

ど
ち
ら
が
効
率
的
か
、
市
内

の
１
農
村
地
区
を
モ
デ
ル
に

試
算
し
、
初
め
て
具
体
的
な

数
字
を
発
表
し
ま
し
た
（
モ

デ
ル
地
区
は
３
７
２
世
帯
１

５
４
４
人
）。 

  

建
設
費
の
比
較
で
は
、
公

共
下
水
道
方
式
は
完
成
ま
で

１
０
年
間
か
け
て
３
０
億
８

８
３
０
万
円
で
す
が
、
浄
化

槽
方
式
で
は
５
年
間
で
５
億

５
８
０
０
万
円
で
す
み
ま

す
。 維

持
管
理
費
（
借
金
の
元

金
利
息
返
済
額
と
維
持
管
理

費
用
の
合
計
）
の
試
算
で
も
、

４
５
年
間
の
合
計
で
、
公
共

下
水
道
方
式
で
は
２
４
億
６

８
５
０
万
円
で
す
が
、
浄
化

槽
方
式
で
は
１
４
億
１
３
４

０
万
円
で
す
み
ま
す
。 

砂
田
市
議
の
質
問
に
、
市

産
業
建
設
部
長
は
、「
国
の
各

種
交
付
金
の
交
付
要
綱
が
策

定
さ
れ
、
循
環
型
社
会
推
進

交
付
金
に
浄
化
槽
が
該
当
す

る
こ
と
、
財
政
規
模
等
を
考

慮
し
な
が
ら
整
備
方
法
の
見

直
し
を
進
め
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。 

署
名
を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
を
見
て
、「
同
じ
富
山

県
な
の
に
、
小
矢
部
市
の
水

道
料
は
富
山
市
の
２
倍
も

す
る
の
で
す
か
」
と
驚
き
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

金
沢
か
ら
越
し
て
き
た

方
は
「
小
矢
部
市
の
１
ヵ
月

分
の
請
求
を
見
て
、
は
じ
め

は
２
ヵ
月
分
だ
と
思
っ
た
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。 

「
下
水
道
使
用
料
と
併
せ

る
か
ら
、
大
変
高
い
で
す

よ
」
と
署
名
に
期
待
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。 

６
月
議
会
で
は
市
民
の

声
の
高
ま
り
を
反
映
し
て
、

自
民
党
所
属
市
議
の
一
人

が
初
め
て
「
水
道
料
の
値
下

げ
を
」
と
質
問
し
ま
し
た
。 

県
企
業
局
か
ら
購
入
し

て
い
る
子
撫
川
ダ
ム
の
水

道
用
水
の
単
価
、
引
受
量
の

引
き
下
げ
交
渉
も
本
格
化

し
ま
す
。
２
０
０
４
年
度
水

道
事
業
会
計
は
、
小
矢
部
市

で
も
高
岡
市
で
も
黒
字
の

見
通
し
で
す
。 

  

値
下
げ
署
名
を
広
げ
、
水

道
料
金
値
下
げ
を
実
現
さ

せ
ま
し
ょ
う
。 

 

署
名
運
動
ス
タ
ー
ト 

日
本
共
産
党
は
、
現
在
の
公
共
下
水
道
中
心
の
や

り
方
で
は
市
と
住
民
の
財
政
負
担
が
膨
大
に
な
る
た

め
計
画
を
見
直
し
、
散
居
村
で
は
市
が
各
戸
に
合
併

処
理
浄
化
槽
（
ト
イ
レ
だ
け
で
な
く
生
活
雑
排
水
を

併
せ
て
浄
化
す
る
）
を
設
置
し
維
持
管
理
す
る
方
式

を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。 

４
５
年
間
の
維
持

管
理
費
比
較
で
も 

 
 
 
 
 
 

  

浄
化
槽
に
軍
配 

部
長
答
弁 

 「
見
直
し
を
進
め

  

高
い
水
道
料
の
値
下
げ
を
求
め
て
、
３
市
１
町
（
小
矢
部

市
、
高
岡
市
、
氷
見
市
、
福
岡
町
）
の
市
民
団
体
が
共
同
で

進
め
る
署
名
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

自
民
党
所
属
市
議
も

議
会
で
初
め
て
「
引

き
下
げ
」
を
要
求 

 

６
月
市
議
会
報
告 

「値下げを求める会」結成総会で報告
する砂田市議＝４月２８日、高岡市本
丸会館 

来
年
度
以
降
の
学
童
保
育
に
つ
い

て
、
施
設
の
拡
充
に
よ
る
定
数
増
を

求
め
た
砂
田
市
議
の
質
問
に
、
当
局

は
「
学
童
保
育
の
希
望
者
は
年
々
増

え
て
お
り
、
今
後
も
増
え
る
と
予
想

さ
れ
る
。
し
か
し
、
各
学
校
で
は
１
ク

ラ
ス
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
授
業
に

余
裕
教
室
を
使
っ
て
お
り
、
現
状
の

余
裕
教
室
を
活
用
し
た
学
童
保
育
は

限
界
で
あ
る
。
４
年
生
以
上
の
継
続

児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
他
市

の
よ
う
な
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委

託
や
地
域
が
運
営
す
る
方
法
も
研
究

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

石
動
小
学
校
、
大
谷
小
学

校
で
定
員
オ
ー
バ
ー 

 

小
矢
部
市
は
現
在
１
１
０
名
の
定
員

に
１
２
９
人
の
希
望
者
全
員
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
４
年
生
以
上
の

継
続
児
は
１
３
人
で
す
。
定
員
オ
ー

バ
ー
し
て
い
る
の
は
石
動
小
学
校
と
大

谷
小
学
校
で
す
。 

 

当
局
は
公
民
館
、
空
き
家

の
活
用
も
検
討
中 

 

当
局
は
、
希
望
者
の
多
い
地
区
の
児

童
を
公
民
館
な
ど
で
受
け
入
れ
て
学

童
保
育
を
で
き
な
い
か
、あ
る
い
は
空
き

家
の
活
用
が
で
き
な
い
か
検
討
中
で

す
。
希
望
者
の
受
け
入
れ
を
決
し
て
後

退
さ
せ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 「
学
童
保
育
で
友
達
が
で

き
、
明
る
く
な
っ
た
」 

 

あ
る
地
区
で
、
近
所
に
友
達
が
い
な

い
児
童
が
、
学
童
保
育
に
い
く
よ
う
に

な
っ
て
、
大
変
明
る
く
な
っ
た
と
い
う
う

れ
し
い
話
も
聞
き
ま
す
。 

 

子
育
て
支
援
に
財
政
支
出
を
惜
し
む
な 

 

市
と
し
て
は
、
今
後
い
ろ
ん
な
や
り

方
を
研
究
す
る
こ
と
は
必
要
で
し
ょ
う

が
、
子
育
て
支
援
に
必
要
な
財
政
支
出

を
惜
し
ん
で
、
児
童
や
父
母
の
希
望
を

裏
切
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。 

 

 

水
道
料
値
下
げ
へ 

学童保育 

希望者全員受け入れへ、定員増を 



在
来
線
や 

地
元
負
担
へ
の
懸
念 

 

一
方
、
新
幹
線
建
設
に
伴
う
在
来
線

の
経
営
問
題
や
地
元
負
担
の
問
題
が
市

民
の
間
で
懸
念
を
呼
ん
で
い
ま
す
。 

新
幹
線
建
設
に
伴
う
「
小
矢
部
市
へ

の
地
元
負
担
は
な
い
」
と
、
当
局
は
６
月

議
会
で
断
言
し
ま
し
た
。 

し
か
し
在
来
線
が
ど
う
な
る
の
か
、

関
西
方
面
へ
の
特
急
電
車
の
運
行
は
ど

う
な
る
の
か
、
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
に

対
す
る
財
政
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
な

ど
、
懸
念
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

  

日
本
共
産
党
は
新
幹
線
建
設
に
あ

た
っ
て
、「
地
元
負
担
な
し
で
」「
在
来
線

も
Ｊ
Ｒ
が
責
任
を
持
っ
て
運
行
を
」と
求

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
立
場
か
ら
、
こ
れ

ら
の
市
民
の
声
を
大
切
に
し
、
生
か
さ
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

石
動
駅
に 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を 

 

６
月
議
会
で
在
来
線
石
動
駅
の
ホ
ー

ム
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
求
め
た

砂
田
市
議
の
質
問
に
、
当
局
は
「
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
で
国
の
認
可
基
準
は
一

日
５
０
０
０
人
の
乗
降
客
で
あ
り
、
石

動
駅
は
３
５
０
０
人
で
現
状
で
は
難
し

い
が
、
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
中
で
、

市
と
し
て
も
必
要
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
今
後
石
動
駅
と
協
議
し
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。 

  

退
職
金 

 

「
市
民
オ
ン
ブ
ズ
小
矢
部
」
が
住
民
監
査
請
求 

 

 何でもご相談ください  日本共産党 前衆議院議員 木島日出夫            砂田喜昭のホームページ http://www2u.biglobe.ne.jp/~sunata/ 

２００５年７・８月号                                   明るい小矢部 No.1 ５1                                              (2) 
 

「
小
矢
部
で
日
本
国
憲
法

を
読
む
会
』（
連
絡
先
：
美
谷

克
己
さ
ん
、
久
利
須
）
は
、
３

月
１
６
日
の
入
門
講
座
『
憲

法
と
は
何
だ
ろ
う
』
を
皮
切

り
に
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に

集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
で
は
、
文
字
通
り
日
本

国
憲
法
の
条
文
を
高
ら
か

に
読
み
上
げ
ま
す
。
つ
づ
い

て
参
加
者
は
、
そ
の
条
文
に

つ
い
て
自
由
に
意
見
を
述

べ
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
条
文
理

解
を
深
め
ま
す
。
発
言
に
必

要
な
資
料
は
、
各
自
用
意
し

て
、
参
加
者
に
配
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

第
２
回
は
前
文
と
第
９

条
ま
で
、
第
３
回
と
第
４
回

は
第
１
０
条
か
ら
４
０
条

の
基
本
的
人
権
全
部
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、活
発

な
発
言
が
続
き
、よ
う
や
く

第
３
０
条
ま
で
読
み
進
め

ま
し
た
。毎
回
約
２
０
名
の

参
加
で
す
が
、こ
れ
ま
で
５

０
名
以
上
の
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
・ 

 

こ
の
間
、参
加
者
が
用
意

さ
れ
た
資
料
は
、北
陸
中
日

新
聞
の
特
集「
逐
条
点
検
日

本
国
憲
法
」、
大
日
本
帝
国

憲
法
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
、
国

立
国
会
図
書
館
資
料『
日
本

国
憲
法
の
誕
生
：
３
基
本

的
人
権
の
保
障
』、
治
安
維

持
法
、教
育
基
本
法
、「
女
子

差
別
撤
廃
条
約
」
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
回
第
５
回
は
７
月
１

３
日〔
水
〕、最
終
の
第
６
回

は
８
月
１
０
日
〔
水
〕、い
ず

れ
も
午
後
７
時
よ
り
石
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会

議
室
で
。
初
め
て
の
参
加
も

歓
迎
と
の
こ
と
で
す
。 

「小矢部で日本国憲法を読む会｣ 
       着実に進行 

騒音対策や残地補償で、住民の意見・要望を十分に反映せよ 

北
陸
新
幹
線
が
富
山
金
沢
間
も
フ
ル
規
格
で
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
小
矢
部
市
内
で
も

関
係
自
治
会
で
地
元
説
明
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
町
内
ご
と
に
ど
ん
な
要
望
が
出
さ
れ
た
か
、
住
民
の
間
で
も
お
互
い
に
情
報
を
交
換

し
、
騒
音
・
振
動
対
策
や
、
残
地
補
償
、
地
震
対
策
で
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
か
ね
ば
な

 
 
 

  

知
事
の 

職
員
の
給
与
の
額
や
支
払
い
方
法

は
、
条
例
で
決
め
る
と
地
方
自
治
法

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
富
山
県

は
特
別
職
に
つ
い
て
全
国
で
唯
一
、

明
文
化
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
富

山
県
退
職
手
当
条
例
の
規
定
か
ら
い

え
ば
、
県
職
員
と
同
じ
計
算
方
法
で

退
職
金
を
支
払
う
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
額
は
４
４
８
５
万
９
７
５
０
円
で

す
。 県

議
会
は
よ
う
や
く
６
月
議
会
に

お
い
て
知
事
の
退
職
金
額
を
条
例
に

明
文
化
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
こ
れ

ま
で
の
支
出
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を

事
実
上
認
め
た
よ
う
な
も
の
で
す
。 

知
事
に
は 

一
般
公
務
員
の 

 
 
 

数
倍
の
退
職
金 

 

特
別
職
の
退
職
金
は
公
務
員
の
退

職
金
に
比
べ
て
も
法
外
に
多
い
の
で

す
。 公

務
員
の
退
職
金
に
は
賃
金
の
一

部
後
払
い
と
い
う
性
格
も
あ
り
、
報

酬
月
額
に
勤
続
年
数
を
か
け
て
退
職

金
額
を
算
出
す
る
の
に
、
特
別
職
の

場
合
、
報
酬
月
額
に
在
職
し
た
月
数

を
掛
け
る
の
で
す
。
こ
れ
で
は
報
酬

の
二
重
払
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

本
来
特
別
職
に
退
職
金
が
必
要
な

の
か
、仮
に
必
要
だ
と
し
て
も
、一
般

公
務
員
並
み
に
抑
え
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 

特
別
職
の
退
職
金
を 

全
廃
し
た
高
石
市
（
大
阪
） 

 

大
阪
府
高
石
市
は
、
０
３
年
９
月

に
特
別
職
の
退
職
金
を
全
廃
し
ま
し

た
。 

 「
市
民
オ
ン
ブ
ズ
小
矢
部
」
で
は
、

「
退
職
金
、
多
す
ぎ
っ
ち
ゃ
」
と
お
思

い
の
方
に
、
郵
送
で
も
で
き
る
住
民

監
査
請
求
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先 

美
谷
克
己
さ
ん 

 

      
 

電
話
６
８
ー
２
８
１
３
） 

新 幹 線 建

中
沖
前
知
事
の
退
職
金
が
２
億
３
５
０
０
万
円
、
富
山
市
長
の

退
職
金
も
３
年
２
ヵ
月
で
約
３
千
万
円
で
し
た
。
庶
民
感
覚
か
ら

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
高
額
の
特
別
職
退
職
金
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

「
市
民
オ
ン
ブ
ズ
小
矢
部
」（
美
谷
克
己
代
表
）

は
６
月
２
７
日
、
中
沖
前
知
事
へ
の
退
職
金
支

払
い
は
１
億
９
０
１
４
万
２
５
０
円
も
払
い
す

ぎ
だ
と
し
て
、
返
還
を
求
め
る
監
査
請
求
を
し

  

 

 

 

こ
れ
で 

よ
い
の
か 

 


